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あらまし：看護職への適切な学習支援方法を検討するために，学習者の背景情報や学習ログから遠隔学習

の実施予測因子を分析した．その結果，学習者の背景情報や遠隔学習経験からは学習遅延を予測できなか

ったが，順調に実施する学習者はメインプログラム開始前からログイン件数が多く，火曜日，水曜日や夕

方のログイン件数が多かった．これらの情報はメインプログラム開始後すぐに収集できるため，適切な学

習支援の検討に有用な情報になる． 
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1. はじめに 

近年，特定行為に係る看護師の研修(1)（以下，特定

行為研修）などの看護職の継続学習に遠隔学習を用

いる機会が増加するとともに，対面授業とは異なる

学習支援が必要になっている．遠隔学習を実施する

教育機関では，オリエンテーション(2)やメンタリン

グ(3)を行うことにより，学習者がドロップアウトす

ることなく学習できるように支援してきた．しかし，

入学時の学習者情報は限られていることに加え，学

習進捗を即座に分析し学習者に最適な支援を導き出

すのは難しい．また，学習者自身による遠隔学習へ

の適性評価の信頼度は低く(4)，メインのプログラム

開始前に学習者の学習傾向を予測するには有効では

ない．そこで，本研究では，これまで蓄積された看

護職の遠隔学習に関する学習情報を分析し，スムー

ズに学習を進めることができた学習者の傾向から，

迅速かつ適切な学習支援方法を導くことを目的とし

た． 

 

2. 方法 

2.1 対象者 

遠隔学習での研修を実施しているAセンターの学

習者 153 名を対象とした．A センターでは特定行為

研修の共通科目 315時間のうち 255 時間について協

調学習を含む遠隔学習にて実施している．つまり，

学習の継続や修了のためには，学習者の遠隔学習へ

の適応が求められる．A センターでは，遠隔学習の

ための支援としてメインプログラムである共通科目

を受講する１ヶ月前からオリエンテーションコース

（以下，オリエン）を設置し，オリエン内のすべて

のコンテンツを実施することをタスクとして課して

いる．オリエンは，ニュースフォーラム，交流用フ

ォーラム，ファイル閲覧，課題提出，ワークショッ

プ，質問用フォーラムといったコンテンツを含めて

あり，メインプログラムに慣れるように設計されて

いる．対象者 153 名のうち 138 名（以下，A群）が

既定の学習期間（６ヶ月）を延長することなく 255

時間の学習を終了し，15 名が学習期間を延長した

（以下，B群）． 

2.2 調査内容と分析方法 

初めに，遠隔学習開始前から情報収集が可能な対

象者の背景情報７項目（年齢，性別，婚姻の有無，

勤務年数，学歴，認定資格の有無，勤務施設の種類），

遠隔学習経験に関する情報３項目（PC操作やインタ

ーネットの利用が得意か，eラーニング経験の有無，

skype 利用経験の有無）と学習延長の有無との関係

カイ２乗検定にて分析した．次に，オリエンの総ロ

グイン件数ならびに各コンテンツ（ニュースフォー

ラム，交流用フォーラム，ファイル閲覧，課題提出，

ワークショップ，質問用フォーラム）の学習ログと

学習延長の有無との関係を Man-Whitney の U 検定

にて分析した．このデータはメインプログラム開始

後すぐに分析が可能な情報である．最後に，学習開

始後に分析が可能になる学習ログ（月別，曜日別，

時間別）と学習延長の有無との相関を Man-Whitney

の U検定にて分析した．Aセンターは学習管理シス

テムとして Moodle を用いているため，学習ログの

抽出には Configurable Reports plugin (5)を用いた．  

 

3. 結果 

3.1 背景情報と遠隔学習経験に関する情報の分析 

背景情報７項目，遠隔学習経験に関する情報 3 項

目すべてにおいて学習延長と関係はなかった．つま

り，遠隔学習開始前の情報から学習延長を予測する

のは困難であることが明らかになった． 

 

3.2 オリエンテーションコースの学習ログの分析 

A群と B群で有意に差があった項目は，オリエン

の総ログイン件数（平均：A群=499回，B群=342回, 
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p = .00），火曜日（平均：A群=59回，B群=19回，p 

= .00），水曜日（平均 A群=57回，B群=28回，p = .00）

15時（平均 A群=16回，B群=９回，p = .02），18時

（平均 A群=23回，B群=11回，p = .03），20時（平

均 A群=31回，B群=11回，p = .02）のログイン件数

にであった．各コンテンツの学習ログでは，ワーク

ショップ（平均 A群=23回，B群=８回，p = .01），

交流用フォーラム（平均 A群=18回，B群=10回，p 

= .00）課題提出（平均A群=14回，B群=７回，p = .02）

質問用フォーラム（平均 A 群=６回，B 群=１回，p 

= .00）で有意な差がみられた．これらのコンテンツ

は学習者自身が能動的に実施する必要があるコンテ

ンツであった． 

3.3 学習開始後に分析が可能になる学習ログの分析  

月別，曜日，時間毎のログイン件数では３時（平

均 A群=187回，B群=185回, p = .25），４時（平均 A

群=180回，B群=177回, p = .78），５時（平均 A 群

=260回，B群=171回, p = .92）以外すべての項目で

有意な差がみられた．  

 

4. 考察 

4.1 予測因子の整理と学習支援方略の検討 

今回の検討では，教育者側が事前に把握可能な学

習者情報から学習延長に対する有益な予測因子は得

られなかった．これは，ポジティブに捉えれば，ど

んな背景があっても遠隔学習を学習期間内に遂行す

ることができる可能性があるということを示してい

る． 

また，オリエンの学習状況により，学習延長の有

無のスクリーニングができることも示唆された．特

に，火曜日，水曜日といった平日や 15 時，18 時，

20 時という時間帯に学習ができるように学習計画

を立て，調整することができる学習者は，その後も

学習を延長せずに進めることができる傾向があるこ

とが明らかになった．これらの結果を活用した支援

方法として，オリエンに「自分に合った学習時間を

みつけ，学習の習慣をつけましょう．」などといった

啓蒙を追加することができるだろう．  

その他に，オリエンのコンテンツのうちフォーラ

ムやワークショップなど実際に実施するコンテンツ

の利用状況も学習延長のスクリーニングに使うこと

が可能であることも明らかになった．これらのコン

テンツのログイン件数が多いということは，タスク

として課せられた内容を実施した後にもコンテンツ

を利用しているということを示している．つまり，

自己の能力に合わせて提示されたコンテンツを必要

なだけ利用する，自律性があると推察できる．加え

て，質問用フォーラムは，自己の疑問の解決を目的

として利用するだけでなく，他の学習者の疑問を確

認するために利用するコンテンツであり，このコン

テンツのログインがない場合には，学習者に生じや

すい疑問やトラブルとその対処法を知らないままメ

インプログラムに参加することになるため，メイン

コンテンツに入ってからの動向に注意が必要という

ことになる．このような事態を避けるためにもフォ

ーラムの閲覧を促すだけでなく，投稿された内容が

メールで転送されるかなどの設定を確認するように

アナウンスすることも，学習支援者には求められる． 

メインプログラムの開始後は，深夜帯（３～５時）

を除き，ログイン件数数が少ない学習者をスクリー

ニングするとよい．例えば，もし，メインプログラ

ム開始１ヶ月後にログイン件数を分析し，これまで

の学習延長者（B 群）と同程度のログイン件数であ

れば，学習者に連絡を取るなどの積極的介入も学習

支援者の役割に加えることが必要である． 

 

4.2 研究の限界 

今回，平日や 15時にログインできる学習者が学習

延長しにくかった．これは，勤務時間内に勤務調整

をして，職場で学習できた学習者がいる可能性を示

唆している．勤務時間内の学習は，就労する学習者

にとって学習促進因子になると推察する．勤務時間

内の学習の可否や，上司の理解や職場の協力の有無
(6)に関しても今後は検討していく必要がある． 

 

5. まとめ 

 本研究の結果，学習者の背景情報や遠隔学習経験

からは学習遅延を予測できなかったが，順調に実施

する学習者はオリエンの段階からログイン件数が多

く，フォーラムなどのコンテンツの利用も多いこと

が明らかになった．オリエンのログイン件数は学習

者の今後の実施予測因子になるため，分析するだけ

でなく，アナウンスや情報共有など状況に合わせた

介入を行うことが望ましい． 
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